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営農再開に向けて

皆
さん

のも
とにお届けします。

年6回（偶数月）
No.240

2013

10月号



02ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・10 月号読者からのお便り時間がかかっても、昔の美しい故郷、活気があふれる福島に戻ることを心から願っています。我々が心から笑顔で笑える日が来るのを待ちながら。 

（福島市 30 代男性）

ふ
く
し
ま
の

宝

秋
の
麗
ら
か
な
一
日
。

空
は
冴
え
、
美
し
い
彩
り
が
広
が
る
。

そ
ん
な
風
景
は
ふ
る
さ
と
の
宝
で
す
。

　

爽
や
か
な
秋
。
燃
え
る
よ
う
な
彩
り

が
一
面
に
広
が
り
、
そ
の
美
し
さ
は
の

び
や
か
に
胸
の
奥
ま
で
染
み
渡
り
ま
す
。

そ
し
て
空
は
高
く
、
ど
こ
ま
で
も
続
く

青
い
空
は
私
た
ち
の
心
を
解
き
放
っ
て

く
れ
ま
す
。
澄
み
渡
っ
た
空
は
、
秋
の

夜
長
の
星
空
ま
で
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
誰
も
が
忘
れ
ら
れ
な
い
秋
の
麗

ら
か
な
一
日
は
、
み
ん
な
の
宝
物
。
県

内
各
地
の
そ
ん
な
風
景
を
訪
ね
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

秋
あ き

麗
う ら ら
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ゆ│め│だ│よ│り
ふくしまから 
はじめよう。
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【表紙】
いわき市立豊間中学校は、東日本大震
災の甚大な被害を受け、今も豊間小学
校の教室を借りて授業を行っています。
部活動も小学校の校庭を借りての練習
ですが、同校野球部の生徒たちは、震
災後に受けた数々の支援に感謝しつつ、
元気に汗を流しています。

今年いわき市のいわきグリーンスタジアム
で行われたプロ野球「マツダオールスター
ゲーム 2013」で、野球部員の鈴木大

だいき
生く

ん ( 写真中央 ) が始球式を行いました。

10月号2013
No.240



03 ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・10 月号 読者からのお便り 県内各地には季節により、大切に受け継がれてきたさまざまなお祭りがあります。地域の風土に根づき、伝統が人々の心に生きる力を与えて

くれています。震災の復興を願い、楽しいお祭りが催されることを祈るばかりです。（福島市 60 代男性）

7. 浅
あ さ み が わ

見川大滝（広野町）問広野町建設課産業グループ ☎ 0240-27-4163 

5. 沼
ぬ ま ざ わ こ

沢湖（金山町）
 問金山町産業課 ☎ 0241-54-5327

4. 棚倉城跡（棚倉町）
 問棚倉町観光協会 ☎ 0247-33-7886

2. 白沢地区の田んぼ（本宮市）   
 問本宮市白沢総合支所産業建設課 ☎ 0243-44-2111

6. 星の村天文台（田村市）
 問星の村天文台 ☎ 0247-78-3638

8. 三
み さ き

崎公園（いわき市）
 問いわき市観光交流課 ☎ 0246-22-7477

3. 秋空と紅葉とお地蔵様（南会津町）
 問南会津町商工観光課 ☎ 0241-62-6200

1. 観
かんのんぬま

音沼（下郷町）問下郷町商工観光係 ☎ 0241-69-1144
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両
親
は
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培

に
長
年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

震
災
で
は
津
波
の
被
害
は
受
け

な
か
っ
た
も
の
の
、
一
時
避
難
に

よ
り
、
育
て
て
い
た
ト
マ
ト
の
苗

は
全
て
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

帰
還
後
、
回
復
に
向
け
て
栽
培

を
再
開
し
ま
し
た
。

　
私
は
以
前
は
自
動
車
の
整
備

士
を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
農
業

は
、
や
れ
ば
や
る
だ
け
成
果
が

出
る
」
と
い
う
両
親
の
話
を
聞

き
、
農
業
に
可
能
性
を
感
じ
て
、

昨
年
10
月
、
妻
と
共
に
就
農
し

ま
し
た
。

　
両
親
は
こ
れ
ま
で
土
を
使
っ
た

「
土
耕
栽
培
」
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
安
全
・
安
心
で
か
つ
高

収
量
の
ト
マ
ト
生
産
を
目
指
し
、

昨
年
か
ら
新
た
に
、
ヤ
シ
ガ
ラ

培
地
を
用
い
た
養
液
栽
培
に
挑

▲トマトの養液栽培の根元

▲仲野内さんご家族

福島県の
営農再開に向けて

読者からのお便り
ふくしまから はじめよう。

ゆめだより・10 月号
福島県は広く、災害に対しての現状やその後の復旧状況についてはなかなか実感することが少なく、文字だけでも実感できません。6 月号
で災害状況と復旧後の写真を見て具体的な状況がわかり、日々福島県も頑張っていることが感じられました。（伊達市 60 代女性）

04

夏はトマトを中心に生産しています。震災
前の栽培面積に戻すだけでなく、新しい
栽培方法にもチャレンジしています。

戦
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
土

で
は
な
く
ヤ
シ
ガ
ラ
で
作
ら
れ
た

培
地
に
苗
を
植
え
、
点
滴
チ
ュ
ー

ブ
か
ら
水
や
養
分
を
与
え
る
栽

培
法
で
す
。

　
今
年
は
、
県
の
補
助
を
受
け
、

こ
の
ヤ
シ
ガ
ラ
培
地
を
用
い
た

養
液
栽
培
の
面
積
を
拡
大
し
ま

し
た
。

　
家
族
一
丸
と
な
って
ト
マ
ト
作

り
に
励
ん
だ
結
果
、
栽
培
面
積

が
昨
年
は
震
災
前
の
約
50
％
、

今
年
は
約
80
％
ま
で
に
着
々
と

回
復
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
家
族
で
協
力
し
、
安
全
・
安

心
で
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
作
り
続

け
ま
す
。

仲
な か の う ち

野内 勇
ゆ う さ く

作さん
( 南相馬市原町区 )

　県では、県復興計画の 12 の重点プロジェクトの一つに
「農林水産業再生プロジェクト」を掲げています。
　今回は、営農再開をした農家の皆さんや農地の復旧の
様子、安全で安心な農作物を届けるための取り組みを中
心にご紹介します。

やりがいのある
トマト生産に取り組む
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読者からのお便り
ふくしまから はじめよう。

ゆめだより・10 月号 震災から 2 年半、復旧復興にまだまだ時間がかかると思いますが、みんなで力をあわせて、頑張らなくてはと思います。（郡山市 50 代女性）05

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
農
地
や
水
路
、た
め
池
な
ど
の
農

業
用
施
設
の
復
旧
を
行
い
ま
し
た
。

　
被
災
直
後
は
緊
急
的
に
津
波
被

災
農
地
の
排
水
対
策
や
海
岸
の
仮

締
切
な
ど
二
次
災
害
防
止
対
策
を

最
優
先
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
被
災
し
た
農
地
や

農
業
施
設
の
復
旧
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。
津
波
被
害
の
大
き
か
っ

た
太
平
洋
沿
岸
の
農
地
に
つ
い
て

は
、
田
や
畑
の
大
区
画
化
に
よ
る

整
備
を
行
い
な
が
ら
復
旧
す
る
計

画
で
す
。

掛
か け

樋
ひ

の復旧（鏡石町岡
お か

の台
だ い

地区）

押
お

手
で

神
が み

ため池の復旧（新地町）

　新地町では、津波被害のほかに、内陸部にあるため池も大地震により大きな被
害を受けました。
　水を貯めるための堤

つつみ
の上部に大きなひび割れが発生し、決壊する恐れがあった

ため、応急対策としてため池の水を抜きました。
　その後、ひび割れした部分を取り除き、改めて堤を盛り立てる復旧工事を進め、
平成 24 年に完成しました。

新地町

南相馬市
鹿島区（桜井さん）

原町区（仲野内さん）

鏡石町
川内村

復旧後

平成 24 年 2 月 2 日平成 23 年 3 月 12 日

　
震
災
で
水
田
の
3
分
の
2
が
津

波
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害

を
免
れ
た
水
田
も
放
射
能
の
影

響
に
よ
り
作
付
が
制
限
さ
れ
て
い

る
た
め
畜
産
を
広
げ
、
親
牛
を

30
頭
か
ら
約
60
頭
に
増
や
し
ま
し

た
。
震
災
前
は
兄
が
畜
産
を
や

り
、
私
は
主
に
水
稲
を
や
って
い

ま
し
た
が
、
水
稲
が
再
開
で
き
る

ま
で
は
、
畜
産
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
って
い
ま
す
。
県
や
農
協

の
方
が
「
安
全
・
安
心
な
エ
サ
を

使
用
し
て
い
る
」
と
い
う
情
報
を

発
信
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

畜
産
の
経
営
は
だ
い
ぶ
回
復
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
水
稲
の
方
は
、
県
と

協
力
し
て
、
放
射
性
物
質
の
基

準
値
を
下
回
る
米
が
生
産
で
き
る

こ
と
を
実
証
す
る
た
め
の
水
田
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
暮
れ

か
ら
準
備
し
、
今
年
の
春
に
田
植

両親・兄と共に畜産…・農業
に従事しています。現在は宮
城県村田町の借上げ住宅で
妻子と共に暮らし、義晴さん
はほぼ毎日村田町と南相馬
市を行き来しています。

え
を
し
ま
し
た
。
間
も
な
く
結
果

が
出
ま
す
。
作
付
制
限
が
解
除

さ
れ
た
時
、
す
ぐ
に
水
稲
が
再
開

で
き
る
よ
う
迅
速
に
ほ
場
整
備
が

進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
他
の
作
物
に
比
べ
、
水
稲
に
つ

い
て
は
除
染
や
吸
収
抑
制
対
策
な

ど
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
行
政
と
協
力

し
て
、
1
日
も
早
い
復
旧
を
実
現

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

桜
さ く ら い

井 義
よ し は る

晴さん
（南相馬市鹿島区）

水す
い
と
う稲
の
い
ち
早
い
復
旧
を

農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧

　鏡石町では、水路を橋のようにつないで下流へと農業用水を
流す掛樋（用水路）が大地震により被災し、水を流すことがで
きなくなりました。
　稲作に必要不可欠な農業用水を確保するため、速やかに復旧
工事を行い、昨年の田植えから用水を安定的に供給しています。

　
川
内
村
に
「
川
内
高
原
農
産
物
栽
培

工
場
」“（
株
）K

キ

ミ

ド

リ
iM

iD
oRi

”
が
、
新

た
な
農
業
の
場
、
ま
た
、
村
の
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
今
年
４
月
26
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
川
内
村
の
主
産
業
で
あ
る

農
業
を
再
生
す
る
た
め
、
最
新
鋭
の
設

備
と
最
先
端
の
技
術
を
備
え
た
人
工
光

型
に
よ
る
完
全
密
封
型
野
菜
工
場
を
建

設
し
、
安
全
・
安
心
・
高
品
質
な
野
菜

の
安
定
供
給
と
風
評
払
し
ょ
く
、
地
域

雇
用
の
拡
大
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
か
ら
、
サ
ラ
ダ
に
欠
か
せ
な
い
フ

リ
ル
レ
タ
ス
な
ど
の
出
荷
が
本
格
化
。
１

日
２
，０
０
０
株
を
収
穫
。
業
務
用
と
し

て
都
内
に
出
荷
し
、
８
月
か
ら
は
一
般

家
庭
用
に
県
内
の
ス
ー
パ
ー
で
も
販
売
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

▲クリーンな環境でフリルレタスを栽培

▲畜産に取り組む桜井さん

▲
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
、
衛
生

的
な
環
境
で
無
農
薬
の
レ
タ
ス

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
農
業
へ
の

挑
戦

復興
川内村

復旧後

平成 24 年 8 月 1 日

平成 23 年 3 月 16 日

㈱ KiMiDoRi
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ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・10 月号読者からのお便り 06

　
今
年
も
新
米
の
季
節
が
やって
き
ま
し
た
。

肥
料
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
（
カ
リ
肥
料
に
よ
る

吸
収
抑
制
対
策
）
水
田
な
ど
で
丹
精
込
め
て

栽
培
さ
れ
た
お
米
が
刈
り
取
ら
れ
、
全
量
全

袋
検
査
を
受
け
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
昨
年
か
ら
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

式
検
査
器
を
導
入
し
、
県
内
で
生
産
さ
れ
る

全
て
の
米
に
つ
い
て
放
射
性
物
質
を
測
定
す
る

全
量
全
袋
検
査
を
実
施
し
、
放
射
性
物
質
が

基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
出
荷

し
て
い
ま
す
。

今
年
も
実
施
し
ま
す
！

全
量
全
袋
検
査

【スクリーニング検査】
出荷する米、自宅で食べる米、
贈答用の米など「すべての米」
を検査。
基準値を超えない米のみ合格。

【バーコードラベル貼付】
検査前に、生産者情報が入っ
たバーコードラベルを貼る。

【検査済ラベル貼付】
基準値以下の米に検査済みラ
ベルを貼付。検査結果をシス
テムに登録し、公表。

福島県民として夢と希望を持って生き抜いて、福島県の良いところを未来の子供に伝えたいですね。（郡山市 50 代男性）

　

甘
く
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
お
米
、
栄
養
満
点

の
野
菜
、
み
ず
み
ず
し
い
果
物
。
福
島
の
豊
か

な
大
地
で
育
っ
た
農
産
物
は
、
正
に
本
県
の
宝

で
す
。

　

県
で
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
で
安

心
し
て
営
農
を
再
開
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
若

者
が
夢
と
希
望
を
持
って
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
よ
う
、
農
地
や
農
業
用
施
設
の
復
旧
、
新

た
な
生
産
方
式
の
導
入
支
援
な
ど
、
力
強
い
農

業
の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
対
策
を
行
って
お
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
米
の
全
量
全
袋
検
査
を
始
め
、
生

産
・
流
通
・
消
費
の
各
段
階
で
徹
底
し
た
検
査

を
行
い
、
安
全
性
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
り

ま
す
。

　

お
い
し
い
福
島
の
農
産
物

を
安
心
し
て
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
引

き
続
き
農
家

の
皆
さ
ん
と
共

に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

知事
メッセージ

農
業
の
再
生
は

福
島
の
再
生

全
量
全
袋
検
査

安
全
・
安
心
な

お
米
を
届
け
る
よ

▲全量全袋検査の様子

　

昨
年
県
内
で
生
産
さ
れ
た
米
は
、
約

１
６
０
カ
所
の
検
査
場
で
、
約
１
，
１
３
０
万

袋
分
の
米
を
検
査
し
た
結
果
、
基
準
値
を
超

え
た
米
は
71
点
（
全
体
の
０・０
０
０
６
％
）

で
し
た
。
基
準
値
を
超
え
た
米
は
流
通
し
ま

せ
ん
。

　
検
査
結
果
は
、
全
て
「
ふ
く
し
ま
の
恵
み

安
全
対
策
協
議
会
」
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
携
帯
電
話
や
スマ
ー
ト
フ
ォン
な
ど
で
、

米
袋
に
張
ら
れ
た
検
査
済
ラ
ベ
ル
の
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
い
て
全
量
全
袋
検

査
を
行
い
、
安
全
で
安
心
、
そ
し
て
「
お
い

し
い
」
福
島
の
お
米
を
県
内
外
の
消
費
者
の

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

今
年
も
実
施
し
ま
す
！

全
量
全
袋
検
査

検 

索

ふ
く
し
ま
の
恵
み



食に関する情報・
正しい知識を！

わかる県政わかる県政わかる県政
ののの

県では、「ふくしま食の安全・安心対策プログラム」により、3つの基本施策
を柱として「食の安全の確保」と「安心の実現」を目指して取り組んでいます。

　  食の安全・安心を確保するための取り組み
きめ細やかな検査で、
食の安全が保たれて
いるんだね。

3徹底した放射性物質検査を実施

2情報共有・リスクコミュニケーション

1生産から消費に至る監視・指導を強化

農林水産物などの検査

食の安全・安心アカデミーの開催

食品と放射能に関する説明会

飲料水の検査

流通する食品の検査

学校給食の検査

日常食の検査

●農林水産物のモニタリング状況
基準値 （又は暫定規制値）以下　　　　　基準値 （又は暫定規制値）超過

0％

20％

40％

60％

80％

100％

全体 野菜・果実 畜産物 
（原乳・肉類・鶏卵）

山菜・きのこ
 (野生を含む)

水産物

1.9％ 0.1％ 0.0％ 8.7％ 11.0％

98.1％ 99.9％ 100.0％ 91.3％
89.0％

「ふくしま 新発売。」は、未来
へ向けて動き出しているふく
しまの今と農林水産物のモニ
タリング情報検索サイトです。

一般消費者を対象とした、食と放射能に関する正しい知識についての説明会を開催しています。

　安全に安心して毎日の生活を送るため、放射線が身体に
及ぼす影響などをテーマに講習会を開いています。食品の
放射能の測定実
演や、食品中の放
射性物質の基準
値の説明を行い、
県民の皆さんの
疑問にもお答えし
ています。

農林水産物等緊急時モニタリング事業
　市場などへ出荷される前の農林水産物の放射性
物質検査を実施しています。その結果は、生産者・
消費者・流通業者など
に速やかにお知らせし
ています。

10月17日（木）　午後1時30分～午後4時 
 いわき市産業創造館
  「放射線被ばくと健康影響」
　長崎大学原爆後障害医療研究所教授
　福島県放射線健康リスク管理アドバイザー　高村　昇 先生
11月17日（日）　午後1時30分～午後4時 
サンルートプラザ福島 
  「放射線の健康影響 ～食品の安全性について考える～」
　福島県立医科大学　災害医療総合学習センター
　副センター長　　熊谷 敦史 先生

次回開催案内

いわき

福 島

食品の安全性を確保
するため、生産者や
製造・販売事業者に
対する監視・指導を
行っています。 監視・指導の

強化

安全な農林水産物を
生産

食品の衛生管理

不良食品や
食中毒防止の対策

輸入食品の
流通・販売施設

平成24年4月～平成25年6月末の検査結果

検査の結果は、福島県のホームページで公表しています

2の開催日時・場所などのお問い合わせ　  県庁消費生活課　☎024（521）7736

福島県に長く住んでいても、まだまだ知らない事が多く本誌「ふくしまから　はじめよう。ゆめだより」は大変役立っています。
（郡山市 60 代女性）

読者からのお便り
ふくしまから はじめよう。

ゆめだより・10 月号
07



す
。
よ
り
大
き
く
甘
く
す
る
た
め
に
、
私

た
ち
生
産
者
は
手
間
ひ
ま
を
か
け
、
工
夫

を
重
ね
て
き
ま
し
た
」
と
Ｊ
Ａ
あ
い
づ
果

樹
生
産
部
会
の
島
影
宣
孝
さ
ん
。

　
み
し
ら
ず
柿
の
手
入
れ
は
年
間
通
し
て

行
わ
れ
ま
す
。
柿
の
木
は
折
れ
や
す
い
た

め
雪
の
重
み
が
負
担
に
な
る
冬
は
剪
定
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
夏
前
に
は
、
つ
ぼ
み
を

つ
む
摘
蕾
。
続
い
て
７
〜
８
月
の
暑
い
盛

り
に
摘
果
を
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
実
に

十
分
な
栄
養
と
日
射
し
が
行
き
渡
る
よ
う

に
気
を
配
り
ま
す
。
秋
に
は
、
適
期
を
逃

さ
ず
収
穫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
霜

に
あ
た
る
前
に
、
い
か
に
色
づ
き
を
よ
く

す
る
か
、速
や
か
に
収
穫
す
る
か
が
大
事
。

ま
た
、
土
づ
く
り
も
大
切
で
、
そ
の
情
報

を
生
産
者
が
共
有
し
あ
っ
て
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
渡
部
祝
一
さ
ん
で
す
。

　
伝
統
的
な
ア
ル
コ
ー
ル
脱
渋（
渋
抜
き
）

の
他
に
、
近
年
は
若
い
世
代
の
嗜
好
に
応

え
、
カ
リ
カ
リ
と
食
感
が
良
く
日
持
ち
す

る
炭
酸
ガ
ス
の
渋
抜
き
な
ど
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
会
津
の
秋
の
味
覚
が
全
国
に
届

け
ら
れ
ま
す
。

食
ふくしまの

晩秋限定！至福の味わい！

会津みしらず柿
進化し続ける伝統の柿

ろ
り
と
し
た
食
感
、
上
品
で
濃
厚

な
甘
さ
の
「
み
し
ら
ず
柿
」
は
、

会
津
そ
し
て
福
島
県
の
秋
を
代
表
す
る
味

覚
で
す
。
別
名
「
西
念
寺
柿
」
と
も
い
い
、

４
０
０
年
以
上
前
に
中
国
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
苗
が
、
現
在
の
二
本
松
市
を
経
て
会

津
に
根
付
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
は
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
が
渋

柿
な
の
で
、
す
ぐ
に
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
渋
抜
き
し
、
出
荷
が
最
盛

期
に
な
る
の
は
11
月
。
つ
や
や
か
で
美

し
く
贈
答
品
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
、

毎
年
皇
室
に
献
上
さ
れ
る
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
ら
ず
柿
の
名
前
の
由
来
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、「
身
の
ほ
ど
を
知
ら
ず
、

枝
が
折
れ
る
ほ
ど
多
く
の
実
を
つ
け
る
か

ら
」と
も
い
わ
れ
ま
す
。「
み
し
ら
ず
柿
は
、

本
来
も
っ
と
小
ぶ
り
な
実
を
多
く
つ
け
ま

ＪＡあいづ果樹生産部会

菊地 恒弘さん　田原 久誉さん
島影 宣孝さん　渡部 祝一さん　

▲会津みしらず柿を元に作られた半生乾
燥柿。アルコールで渋抜き後に加工し、
乾燥させる事で甘みとうまみを濃縮し
ています。※12月から4月までの季節商品です。

問／オーチャード斉藤㈱
　　☎0242-26-0170

▲一枝になる実を極力減らし、栄養がゆきわたる
ようにしています

と 出
荷
の
最
盛
期
は
11
月
か
ら

手
間
ひ
ま
か
け
て
工
夫
を
重
ね

ふくしまから  は じ め よ う 。

キビタンがゆく
福島県復興シンボルキャラクター

キビタンやチームキビタンが幼稚園を訪問し、クイズやキビタン体操で
園児たちと笑顔の時間を過ごしています。

金谷幼稚園（いわき市）8月29日 金谷川幼稚園（福島市）8月30日

会津北御山産
あんぽ柿

検 索JA あいづ
キビタンが

県内の幼稚園を訪問しています。
キビタンが

県内の幼稚園を訪問しています。
キビタンが

県内の幼稚園を訪問しています。

★キビタンスケジュール★
キビタンに会いに行こう！

●10月5日（土）・6日（日）
　ごちそうふくしま満喫フェア2013
　JRA福島競馬場
　馬場内広場ほか（福島市）
●10月12日（土）・13日（日）
　がんばるぞ！しらかわ 食と職の市
　白河駅前イベント広場（白河市）
●10月26日（土）
　体験の風をおこそう
　国立磐梯青少年交流の家（猪苗代町）

10月

きく ち つね ひろ た はら ひさ よ

しま かげ のぶ たか わた なべ しゅういち

て
き
ら
い

て
き
か

だ
つ
じ
ゅ
う

せ
ん  

て
い

会津の風土が

育てた果実です
会津の風土が

育てた果実です

み

歴史があるこの柿を、
私たちの代でなくすわけには

いかないとの想いで
がんばっています！

☎0242（37）2332

左から

　会津若松市門田地区は「みしらず柿」の一大産地。西日があたる山際で、おいしい
柿がとれることで知られてきました。原発事故以降も、会津みしらず柿から放射性物
質は検出されていません。

さ
い
ね
ん

じ

が
き

キビタンGO！ ～ふくしまから はじめよう。～
【FTV】 毎週火　21:54～22:00

新生ふくしま ～ふくしまから はじめよう。～
【FCT】 毎週土　16:55～17:00

県からの
お知らせ
【福島民報・福島民友】 
原則毎月
第2・第4土曜日の翌日

広報誌バックナンバーや番組の詳細などをご覧になれます▶ 検 索広報ステーション

ゴジてれ Chu！
【FCT】 月～金　18 時台

ウィークリー県政トピックス
【KFB】 毎週日　17:25～17:30

ウィークリー県政ナビ
【TUF】 毎週日　11:40～11:45

ふくしまてくてく
【フジテレビ（関東ローカル）】 毎週土 11:40～11:45
【FTV】 毎週日　11:45～11:50

サタふく　「ふくしま調査隊」
【FTV】 毎週土　11:30～12:55

ゴジてれ Chu！　「ふくしま情報スクエア」
【FCT】 毎週火　15:50～16:53

ふくしまスーパーJチャンネル　「ふくしまから はじめよう。」
【KFB】 毎月最終金　 17:36～17:54

はぴスタ　「行け！行け！キビタン！」
【TUF】 毎月最終水　9:55～10:50

知事室からこんにちは
ふくしまから はじめよう。 
ふるさとだより
【rfc】 毎月最終火　
12:30～12:45

ふくしま
イブニングブレイク
【ふくしまFM】 月～金　
17:30～17:35

※一部、放送曜日が変わることもあります。

広報
テレビ番組 ラジオ番組

新　聞

ステーション

県の施策を分かりやすく紹介　

復興への取り組みをお伝えします

キビタンの天気予報

1週間の県政の動きを紹介

観光地などのふくしまの魅力と今を紹介

HP

キビタンとハイタッチ みんなでキビタン体操
検 索キビタンの部屋

キビタンの活動の様子
や、スケジュールなどを紹
介。キビタンと会えるイベ
ントをぜひ、チェックして！

キビタンの部屋

024（953）6881T E L
kibitan@passage-inc.co.jpEメール

幼稚園・保育所・小学校の
イベントにキビタンを呼ぼう！

キビタン体操キビタン体操キビタン体操 ～キビタンと一緒に楽しみながら体を動かすことができる体操ができました～
みんなで覚えて、イベントでキビタンと体操をしよう！　動画は　キビタンの部屋　をチェック！

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・10 月号読者からのお便り 08ご当地キャラクターのコーナーが面白かったです。子供達も大喜び。子供達が笑って暮らせる県であって欲しいです。（郡山市 30 代女性）
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は
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と
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実
を
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ＪＡあいづ果樹生産部会

菊地 恒弘さん　田原 久誉さん
島影 宣孝さん　渡部 祝一さん　

▲会津みしらず柿を元に作られた半生乾
燥柿。アルコールで渋抜き後に加工し、
乾燥させる事で甘みとうまみを濃縮し
ています。※12月から4月までの季節商品です。

問／オーチャード斉藤㈱
　　☎0242-26-0170

▲一枝になる実を極力減らし、栄養がゆきわたる
ようにしています

と 出
荷
の
最
盛
期
は
11
月
か
ら

手
間
ひ
ま
か
け
て
工
夫
を
重
ね

ふくしまから  は じ め よ う 。

キビタンがゆく
福島県復興シンボルキャラクター

キビタンやチームキビタンが幼稚園を訪問し、クイズやキビタン体操で
園児たちと笑顔の時間を過ごしています。

金谷幼稚園（いわき市）8月29日 金谷川幼稚園（福島市）8月30日

会津北御山産
あんぽ柿

検 索JA あいづ
キビタンが

県内の幼稚園を訪問しています。
キビタンが

県内の幼稚園を訪問しています。
キビタンが

県内の幼稚園を訪問しています。

★キビタンスケジュール★
キビタンに会いに行こう！

●10月5日（土）・6日（日）
　ごちそうふくしま満喫フェア2013
　JRA福島競馬場
　馬場内広場ほか（福島市）
●10月12日（土）・13日（日）
　がんばるぞ！しらかわ 食と職の市
　白河駅前イベント広場（白河市）
●10月26日（土）
　体験の風をおこそう
　国立磐梯青少年交流の家（猪苗代町）

10月

きく ち つね ひろ た はら ひさ よ

しま かげ のぶ たか わた なべ しゅういち

て
き
ら
い

て
き
か

だ
つ
じ
ゅ
う

せ
ん  

て
い

会津の風土が

育てた果実です
会津の風土が

育てた果実です

み

歴史があるこの柿を、
私たちの代でなくすわけには

いかないとの想いで
がんばっています！

☎0242（37）2332

左から

　会津若松市門田地区は「みしらず柿」の一大産地。西日があたる山際で、おいしい
柿がとれることで知られてきました。原発事故以降も、会津みしらず柿から放射性物
質は検出されていません。

さ
い
ね
ん

じ

が
き

キビタンGO！ ～ふくしまから はじめよう。～
【FTV】 毎週火　21:54～22:00

新生ふくしま ～ふくしまから はじめよう。～
【FCT】 毎週土　16:55～17:00

県からの
お知らせ
【福島民報・福島民友】 
原則毎月
第2・第4土曜日の翌日

広報誌バックナンバーや番組の詳細などをご覧になれます▶ 検 索広報ステーション

ゴジてれ Chu！
【FCT】 月～金　18 時台

ウィークリー県政トピックス
【KFB】 毎週日　17:25～17:30

ウィークリー県政ナビ
【TUF】 毎週日　11:40～11:45

ふくしまてくてく
【フジテレビ（関東ローカル）】 毎週土 11:40～11:45
【FTV】 毎週日　11:45～11:50

サタふく　「ふくしま調査隊」
【FTV】 毎週土　11:30～12:55

ゴジてれ Chu！　「ふくしま情報スクエア」
【FCT】 毎週火　15:50～16:53

ふくしまスーパーJチャンネル　「ふくしまから はじめよう。」
【KFB】 毎月最終金　 17:36～17:54

はぴスタ　「行け！行け！キビタン！」
【TUF】 毎月最終水　9:55～10:50

知事室からこんにちは
ふくしまから はじめよう。 
ふるさとだより
【rfc】 毎月最終火　
12:30～12:45

ふくしま
イブニングブレイク
【ふくしまFM】 月～金　
17:30～17:35

※一部、放送曜日が変わることもあります。

広報
テレビ番組 ラジオ番組

新　聞

ステーション

県の施策を分かりやすく紹介　

復興への取り組みをお伝えします

キビタンの天気予報

1週間の県政の動きを紹介

観光地などのふくしまの魅力と今を紹介

HP

キビタンとハイタッチ みんなでキビタン体操
検 索キビタンの部屋

キビタンの活動の様子
や、スケジュールなどを紹
介。キビタンと会えるイベ
ントをぜひ、チェックして！

キビタンの部屋

024（953）6881T E L
kibitan@passage-inc.co.jpEメール

幼稚園・保育所・小学校の
イベントにキビタンを呼ぼう！

キビタン体操キビタン体操キビタン体操 ～キビタンと一緒に楽しみながら体を動かすことができる体操ができました～
みんなで覚えて、イベントでキビタンと体操をしよう！　動画は　キビタンの部屋　をチェック！

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・10 月号 読者からのお便り09 毎回拝見させて頂いております。よくわかりやすく、よく勉強にもなり情報豊かで、とても嬉しく拝見しています。これからも頑張って

下さいね。（西郷村 50 代女性）



ふくしまの
　
こ
の
競
技
の
正
式
開
催
は
、
同
年

12
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ク
リ
ス
マ
ス 

in 

い
わ
き
」

が
最
初
。
県
内
各
地
で
予
選
が
開
か

れ
、
こ
の
日
に
県
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。「
プ
ロ
野
球
選
手
会
と
中
学

校
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
全
国
的
に
も

前
例
の
な
い
試
み
で
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
た
い
。
そ

の
想
い
が
強
か
っ
た
で
す
ね
」
と
磯

崎
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

こ
う
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
は
福
島
で
誕
生
し
、
福
島
か

ら
全
国
へ
と
広
が
り
始
め
て
い
ま

す
。平
成
24
年
に
は「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
東
北
大
会
が
宮

城
県
で
開
か
れ
、
東
北
各
県
以
外
に

も
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
新
潟
県
な

ど
が
招
待
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
競
技
時
間
は
２
分
間
、
選
手
間
の

距
離
は
７
ｍ
で
す
。
３
分
間
で
は
集

中
力
が
持
た
な
い
し
、
10
ｍ
以
上
の

距
離
だ
と
投
球
フ
ォ
ー
ム
や
競
技
の

リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
ま
さ
に

絶
妙
と
言
え
る
設
定
で
す
」
と
磯
崎

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　「
こ
の
競
技
は
チ
ー
ム
力
と
思
い

や
り
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
相
手

を
思
い
や
れ
ば
、
ど
ん
な
球
を
返
せ

ば
よ
い
か
分
か
る
は
ず
。
ミ
ス
し
た

と
き
も
、
後
ろ
の
選
手
が
す
ぐ
に
カ

バ
ー
に
入
る
こ
と
が
大
事
。
こ
れ
は

今
の
ふ
く
し
ま
に
一
番
求
め
ら
れ
て

い
る
精
神
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
限

ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
で
得
た
も
の
は
、
ふ

く
し
ま
の
復
興
を
支
え
る

力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
は

ず
」と
話
す
磯
崎
さ
ん
。「
支

え
て
も
ら
う
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
新
し
い
も
の
を
創
っ

て
発
信
し
て
い
か
な
い
と

ね
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
に
優
し
い
ま
な
ざ
し

を
投
げ
か
け
ま
す
。

キャッチボールの正確さとスピードを競う
「キャッチボールクラシック」。この新しい
競技は、子どもたちに夢と希望を与えたい
想いが繫がって、ふくしまの地で誕生しまし
た。

プ
ロ
野
球
選
手
会
と
中
学
校
が

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
競
技
化

チ
ー
ム
力
と
思
い
や
り
は

復
興
を
支
え
る
力
に
な
る
は
ず

　「
子
ど
も
た
ち
に
野
球
は
ど
ん
な

存
在
？
っ
て
聞
く
と
、〝
宝
物
〞
と

か
〝
人
生
〞
と
い
う
答
え
が
よ
く

返
っ
て
く
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
の
夢
を

守
る
の
が
私
の
使
命
で
す
」
と
磯
崎

邦
広
さ
ん
。
生
ま
れ
育
っ
た
い
わ
き

市
で
中
学
校
の
体
育
教
師
と
し
て
野

球
部
顧
問
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
い

わ
き
市
中
学
校
野
球
一
球
会
で
要
職

を
務
め
、
30
年
に
わ
た
っ
て
指
導
者

と
し
て
野
球
の
普
及
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

福
島
県
中
学
校
野
球
競
技
力
向
上
委
員
会
・
い
わ
き
市
中
学
校
野
球
一
球
会
●
磯
崎
邦
広
さ
ん
（
い
わ
き
市
）

絆つないで

今

(上）キャッチボールをする子どもたちの生き生きした姿
（下）7月22日、いわきグリーンスタジアムで行われたプロ野球
「マツダオールスターゲーム」第3戦のオープニングセレモニー
に行われた、プロ野球選手と県内チームの対戦 Ⓒ日本プロ野球選手会
（右）磯崎邦広さん。この競技の普及に全国各地を奔走しなが
ら、子どもたちの未来を見つめています

　
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
は
、
プ

ロ
野
球
選
手
会
が

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

競
技
と
し
て
考
案
し

た
も
の
。
そ
れ
が
形

に
な
っ
た
の
は
、
震

災
後
、
福
島
の
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
取
り
戻
そ
う
と
、

平
成
23
年
に
震
災
復
興
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
た
野
球
教
室
で
し
た
。

同
時
に
開
催
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
講
習
会
に
一
球
会
の

中
学
野
球
部
員
が
参
加
し
、
ル
ー
ル

化
が
進
ん
だ
の
で
す
。

（左）「キャッチボールクラ
シック」をふくしま発の競技
として誕生させたことが「ふ
くしまから はじめよう。」の
先駆けとして意義深いもの
であることから、県知事か
ら感謝状を授与されました
Ⓒ日本プロ野球選手会

(下)選手を指導する磯崎さん。キャッチボールクラシックの普及が
福島の復興につながることを祈っています

ざ
き

い
そ

く
に

ひ
ろ いわき市

想
い
を
受
け
と
め
、
元
気
を
返
す
！

〝
ふ
く
し
ま
か
ら
始
ま
っ
た
〞
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

キャッチボール
クラシックとは

9人１チーム（４人と５人に分
かれて競技）で、２分間に
キャッチボールが何回できた
かを競います。

※いわき市中学校野球一球会は、いわき市における中学校野球
の振興のため、平成5年度に発足した中学校野球指導者のOB
と現役指導者の有志の会です。

隠れたそば産地である、あぶくま高原地域。「あぶくま高原そ
ば振興協議会」では、仲間との絆を深めながら、そばを通し
て地域活性化に取り組んでいます。

あぶくま高原そば振興協議会［小野町］
（小野湯沢そばの会、川内高原そば、芝山を愛する会、葛尾そば石臼の会、
ときわそばの会、道の駅ひらた「たけやま」、いわきそば塾）

▲「50年後、100年後に地域の文
化になるよう、活動を続けていま
す」と笑顔で意気込みを話してく
れました

▲団結しながら活動を進める、あぶくま
高原そば振興協議会の皆さん

▲研修会では、互いに教え教
わりながら、技術向上を目指
しています

▲仲間や地域を元気づけようと開催
した「復興イベント」 

☎0247-73-2231

　「あぶくま高原そば振興協議会」はあぶくま高原地域のそば
をPRし、地域活性につなげようと会長の大千里義市さんを中心
に、平成22年7月に発足。各地域のそば愛好会・団体が連携し、
６市町村７団体で活動をスタートさせました。会発足の約半年後
に震災が発生。メンバーの葛尾村・川内村が大きな被害を受け
ると、両村を元気付けようと、震災復興イベントと題した「そば祭
り」を開催。各地域に避難している両村の仲間が集結し、仮設
住宅などで避難者にそばを振る舞いました。また、そば打ちなど
の技術交流や向上を目的とした研修会を実施し、仲間同士の
交流を通して絆を深めています。
　「あぶくま高原そばを広めるために、メンバー全員で協力して
さまざまな試みに挑戦しています」という言葉の通り、今年6月に
は、全国でも例を見ない雪中に眠らせたそばを振る舞う「雪ざら
しそば祭り」を開催し好評を博しました。また、計画的避難区域
に指定されている川俣町山木屋地区の在来種を使用した、あ
ぶくま産地オリジナル品種の改良にも着手しました。「厳しい自
然環境でも育つそばは、昔から地域に暮らす人々の命を支えて
きたんです。そのそばを通して、地域の人々の活力や地域活性
の力につなげたい」とメンバーの皆さんは意気込みを話します。
　11月3日には、首都圏の方を対象とした小野町主催の田舎暮
らし体験ツアーで、そば打ち体験を実施する予定です。そばを
愛し、地域を愛する皆さんの活動は、仲間との絆を育みながら
着実に地域に根付き、広がりをみせています。

おお ち り よし いち

「あぶくま高原そば」で地域を元気に！

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・10 月号
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絆つないで

今

(上）キャッチボールをする子どもたちの生き生きした姿
（下）7月22日、いわきグリーンスタジアムで行われたプロ野球
「マツダオールスターゲーム」第3戦のオープニングセレモニー
に行われた、プロ野球選手と県内チームの対戦 Ⓒ日本プロ野球選手会
（右）磯崎邦広さん。この競技の普及に全国各地を奔走しなが
ら、子どもたちの未来を見つめています

　
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
は
、
プ

ロ
野
球
選
手
会
が

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

競
技
と
し
て
考
案
し

た
も
の
。
そ
れ
が
形

に
な
っ
た
の
は
、
震

災
後
、
福
島
の
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
取
り
戻
そ
う
と
、

平
成
23
年
に
震
災
復
興
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
た
野
球
教
室
で
し
た
。

同
時
に
開
催
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
講
習
会
に
一
球
会
の

中
学
野
球
部
員
が
参
加
し
、
ル
ー
ル

化
が
進
ん
だ
の
で
す
。

（左）「キャッチボールクラ
シック」をふくしま発の競技
として誕生させたことが「ふ
くしまから はじめよう。」の
先駆けとして意義深いもの
であることから、県知事か
ら感謝状を授与されました
Ⓒ日本プロ野球選手会

(下)選手を指導する磯崎さん。キャッチボールクラシックの普及が
福島の復興につながることを祈っています

ざ
き

い
そ

く
に

ひ
ろ いわき市

想
い
を
受
け
と
め
、
元
気
を
返
す
！

〝
ふ
く
し
ま
か
ら
始
ま
っ
た
〞
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

キャッチボール
クラシックとは

9人１チーム（４人と５人に分
かれて競技）で、２分間に
キャッチボールが何回できた
かを競います。

※いわき市中学校野球一球会は、いわき市における中学校野球
の振興のため、平成5年度に発足した中学校野球指導者のOB
と現役指導者の有志の会です。

隠れたそば産地である、あぶくま高原地域。「あぶくま高原そ
ば振興協議会」では、仲間との絆を深めながら、そばを通し
て地域活性化に取り組んでいます。

あぶくま高原そば振興協議会［小野町］
（小野湯沢そばの会、川内高原そば、芝山を愛する会、葛尾そば石臼の会、
ときわそばの会、道の駅ひらた「たけやま」、いわきそば塾）

▲「50年後、100年後に地域の文
化になるよう、活動を続けていま
す」と笑顔で意気込みを話してく
れました

▲団結しながら活動を進める、あぶくま
高原そば振興協議会の皆さん

▲研修会では、互いに教え教
わりながら、技術向上を目指
しています

▲仲間や地域を元気づけようと開催
した「復興イベント」 

☎0247-73-2231

　「あぶくま高原そば振興協議会」はあぶくま高原地域のそば
をPRし、地域活性につなげようと会長の大千里義市さんを中心
に、平成22年7月に発足。各地域のそば愛好会・団体が連携し、
６市町村７団体で活動をスタートさせました。会発足の約半年後
に震災が発生。メンバーの葛尾村・川内村が大きな被害を受け
ると、両村を元気付けようと、震災復興イベントと題した「そば祭
り」を開催。各地域に避難している両村の仲間が集結し、仮設
住宅などで避難者にそばを振る舞いました。また、そば打ちなど
の技術交流や向上を目的とした研修会を実施し、仲間同士の
交流を通して絆を深めています。
　「あぶくま高原そばを広めるために、メンバー全員で協力して
さまざまな試みに挑戦しています」という言葉の通り、今年6月に
は、全国でも例を見ない雪中に眠らせたそばを振る舞う「雪ざら
しそば祭り」を開催し好評を博しました。また、計画的避難区域
に指定されている川俣町山木屋地区の在来種を使用した、あ
ぶくま産地オリジナル品種の改良にも着手しました。「厳しい自
然環境でも育つそばは、昔から地域に暮らす人々の命を支えて
きたんです。そのそばを通して、地域の人々の活力や地域活性
の力につなげたい」とメンバーの皆さんは意気込みを話します。
　11月3日には、首都圏の方を対象とした小野町主催の田舎暮
らし体験ツアーで、そば打ち体験を実施する予定です。そばを
愛し、地域を愛する皆さんの活動は、仲間との絆を育みながら
着実に地域に根付き、広がりをみせています。

おお ち り よし いち

「あぶくま高原そば」で地域を元気に！

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・10 月号
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　震災後２回目となる
「いいたて村文化祭」
が、福島市飯坂町のパ
ルセいいざかで「感謝
と元気の発信！」をテー
マに開催されます。当
日は郷土芸能などの発
表が行われるほか、村民の文化作品や避難先でお世話
になっている福島市飯野町と飯坂町の皆さんの作品展
示が行われます。観覧は自由です。

　４２０余年の歴史を
誇る伝統の火祭り。
天正 17 年、伊達政
宗率いる軍が須賀
川城を攻め落とした
合戦で、命を落とし
た多くの人々の霊を
弔うために始められ、今では須賀川の風物詩となってい
ます。長さ 10m 重さ 3ｔもある大松明や、約 30 本の
本松明の炎が晩秋の夜空を焦がす様子は圧巻です。

　秋空の下、華や
かな香りと爽やかな
味わいを持つ新鶴
産ワイン「北のフィ
ネス」と、福島県
産 牛 肉 を 使 っ た
バーベキューをお楽
しみいただける人気イベントです。バーベキューへの参
加は事前予約が必要です。当日は地元産品の販売や新
鶴ワインの販売も行われます。

　「絆」をつなげていく
ために、今年もふるさと
まつりを開催します。皆
さんの参加をお待ちして
います。
開催場所：会津若松市松
長近隣公園仮設住宅
開催内容：キャラクター
ショー、もちつき大会、
ふれあい歌謡ショー　他

　伊達市の復興を
PRし、元気に明日
へと歩んでいる姿
を発信する「復魂
祭」。3 回目となる
今年は、「復興」「再
生」「感謝」をテー
マに開催します。大食い芸人や伝統芸能のライブステー
ジ、食と笑いの祭典「D-1 グランプリ」、姉妹都市・協
定締結都市の物産展も見どころ。

　鹿
かのつのだいら

角平観光牧場を会
場にバーベキューや鮫川
のうまいものを堪能。ま
た、「丸太早切り競争」
やアイドルグループのス
ペシャルステージ、ライ
ダーが宙を舞うフリースタイルモ
トクロスのパフォーマンスなどが
繰り広げられ、一日楽しめるイベ
ントです。

飯舘村教育課生涯学習係
☎024（562）4240

須賀川観光協会
☎0248（88）9144

新鶴ワイン祭り実行委員会
☎0242（56）4882

大熊町観光協会（大熊町商工会内）
☎0242（29）5770

伊達市市民協働課地域づくり係
☎024（575）1177

鮫川村商工会
☎0247（49）2171

いいたて村文化祭
10月26日（土）・27日（日）

松
たい

明
まつ

あかし
11月9日（土）

新鶴ワイン祭り
10月13日（日）　11：00〜14：00

大熊町ふるさとまつり
10月５日(土)　10：00〜15：00

だてな復魂祭2013
10月12日（土）・13日（日）

第26回高原の鮫川うまいもの祭り
10月20日（日）　9：30〜14：00

飯舘村

須賀川市

会津
美里町

大熊町

伊達市

鮫川村

I N F O R M A T I O N

地 域ゆめ情 報

※11月９日（土）にいわき市でも開催予定です。

検 索検 索松明あかしHP

8 月号、まず表紙が良いですね。子供らがずらり並んでいて思わず虫めがねで見てしまいました。次回の表紙にも子供たちが中心になれば良
いかと思います。写真を見る楽しみがわいてきます。（福島市 80 代男性）
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塙町 はなわダリア祭り
〜10月31日㈭まで／湯遊ランドはなわ
問塙町観光協会　0247-43-3400
　湯遊ランドはなわ　0247-43-3000

郡山市 大
おお

安
やす

場
ば

史跡公園　古墳まつり　秋
10月5日㈯ ・ 6㈰／大安場史跡公園
問大安場史跡公園　024-965-1088

双葉町 第26回双葉町総合美術展
10月9日㈬ ・ 10日㈭／郡山市民プラザ  ビッグアイ  ６階展示場
問双葉町教育委員会　教育総務課生涯学習係　0246-84-5210

大玉村 玉井神社の秋祭り
10月12日㈯ ・ 13㈰／玉井神社
問大玉村観光協会　0243-24-8136

田村市 第2回星の村天文台スターライトフェスティバル
10月12日㈯〜14日㈷／星の村天文台
問星の村天文台　0247-78-3638
猪苗代町 野口英世記念ばんだい高原国際音楽祭

10月12日㈯〜14日㈷／猪苗代町体験交流館「学びいな」・野口
英世至誠館・アンジュール猪苗代・リステル猪苗代
問猪苗代町生涯学習課　0242-72-0180

下郷町 郷山ウオーク 「初秋の会津松川街道を歩く」
10月13日㈰／会津松川街道
問下郷町観光協会　0241-69-1144

湯川村 新米祭り　人・川・道ふれあいフェスタ
10月13日㈰／国道49号「宮古橋」北側  多目的広場
問湯川村産業建設課　0241-27-8840
　地域振興課　0241-27-8831

鏡石町 田んぼアート稲刈りイベント
10月14日㈷／鏡石町図書館北側水田
問かがみいし田んぼアート実行委員会　0248-62-2118

いわき市 第10回 いわき街なかコンサート in TAIRA 2013
10月19日㈯ ・ 20㈰／JRいわき駅前周辺
問いわき街なかコンサート実行委員会　 0246-47-0130

三島町 第9回会津の編み組工芸品展
第4回東北六県伝統的工芸品展

10月19日㈯ ・ 20㈰／三島町交流センター山びこ
問三島町生活工芸館　0241-48-5502

川内村 2013かわうち復興祭
10月20㈰／いわなの郷
問川内村復興対策課復興係　0240-38-2112

西郷村 うつくしま・みずウォーク2013 源流の郷　西郷大会
10月26日㈯／キョロロン村ねころんぼ広場
問西郷村商工観光課　0248-25-2910
会津若松市 会津ブランドものづくりフェア2013
10月26日㈯ ・ 27㈰／あいづドーム
問会津若松市商工課　0242-39-1252

金山町 奥会津ごっつおまつり
10月26日㈯ ・ 27㈰／金山町民体育館周辺
問金山町商工観光係　0241-54-5327

棚倉町 城下町棚倉わくわくフェスタ2013
11月3日㈷／ルネサンス棚倉（駐車場）
問城下町棚倉わくわくフェスタ実行委員会　 0247-33-2113

三春町 三春ウオーク2013
第10回三春秋まつり（11/9・11/10）も同時開催 

11月9日㈯／三春町運動公園スタート・ゴール
問三春町産業課　0247-62-3960
会津坂下町 ばんげいにしえ街道新そば祭り
11月9日㈯ ・ 10日㈰／会津坂下町農村環境改善センター
問会津坂下町観光物産協会　0242-83-2111

小野町 2013小町ふれあいフェスタ
11月9日㈯ ・ 10日㈰／小野運動公園
問小町ふれあいフェスタ実行委員会　0247-72-6939

検 索検 索福島県内の主な行事その他の行事はホームページ

 

10
月

 

11
月

　野沢駅は今年で開業
100 周年を迎えます。
これを記念して「鉄道で
つなぐ西会津美味いも
の巡り」と称し、県の食
の魅力をＰＲするＢ級グ
ルメの出店をはじめ、町
内の観光名所巡りと併
せ、全国に２カ所しかな
い 貴 重なラッセル 車、
ロータリー車の展示場
を目指すウオーキング、
ミニＳＬ乗車体験など、
内容盛りだくさんのイベ
ントを開催します。

　ラーメンの街として知
名度の高い喜多方ですが、
実は県内一のそばの栽培
面積を誇っており、山間
部を中心に寒暖差の大き
な気候により良質のそばが育ちます。山都新そばまつ
り、会津たかさと雷神新そばまつりを皮切りに 11 月
24 日（日）までの期間、喜多方・熱塩加納・塩川の各
地区でそれぞれ新そば祭りが開催されます。
　山都新そばまつりは、「海の幸

さち
・山の愛

めぐみ
特産品交流事

業」イベントとの同時開催、会津たかさと雷神新そばま
つりでは、郷土芸能も楽しめます。ぜひ、ひきたて、打
ちたての新そばをご堪能ください。
10 月19 日（土）

・ 20 日（日）第 30 回山都新そばまつり
10 月19 日（土）

・ 20 日（日）
第 10 回会津たかさと
雷神新そばまつり

11月  3 日（祝） 岩月新そば祭り
11月10 日（日） ひめさゆりといでゆの里 手打ち

そば伝承の集い新そば舌しらべ
11月 23日（祝） 第 14 回塩川新そば祭り
11月 24 日（日） 上高額新そば祭り

西会津町商工会
☎0241（45）3235　

喜多方観光協会
☎0241（24）5200

県内の主なイベント

西会津町野沢駅開業100周年記念イベント
鉄道でつなぐ西会津美味いもの巡り
10月13日（日）

新そばまつり 【山都・高郷】
10月19日（土）・20日（日）

西会津町

喜多方市

回転雪カキ車(ロータリー) キ621
昭和24年汽車製造大阪製作所で製造。
同年2月から昭和51年10月の廃車まで
の間、除雪作業に威力を発揮した。

福島を愛し、誇りをもって取り組んでいる方々の紹介を見るとうれしい。また、県の事業や県内の催しがあって出かけようと思う。
（会津若松市 60 代女性）
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国
際
交
流・国
際
協
力
な
ど
の
活
動
に
興

味
が
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
参
加
型
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
12
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
　
　
　
※
た
だ
し
、21
日
㈯
の
み
参
加
も
可
能

対　
象　
高
校
生
以
上

場　
所　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松（
二
本
松
市
）

参
加
料　
21
日
㈯
の
み
：
千
円

　
　
　
　
1
泊
2
日
：
4
千
円

定　
員　
１
５
０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

応
募
方
法　
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、電
子

メ
ー
ル

応
募
期
限　
12
月
2
日
㈪
必
着

応・問
〒
９
６
０-

８
６
７
０（
住
所
記
載
不
要
）

　

  

県
庁
国
際
課

　

  

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
８
３

 

�
０
２
４（
５
２
１
）７
９
１
９

 

電
子
メ
ー
ル kokusai@

pref.　
　

fukushim
a.lg.jp

　

県
内
各
地
で
、ふ
く
し
ま
の
子
ど
も
た
ち

を
元
気
づ
け
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
展
示
や

親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

南
会
津　
御
蔵
入
交
流
館

　
展
示　
10
月
5
日
㈯
〜
14
日
㈷（
11
日
ま
で

は
南
会
津
ふ
る
さ
と
物
産
館
で
展
示
し
ま
す
）

　
イ
ベ
ン
ト　
10
月
13
日
㈰

県
中　
福
島
空
港

　
展
示　
11
月
１
日
㈮
〜
10
日
㈰

　
イ
ベ
ン
ト　
11
月
9
日
㈯

会
津　
福
島
県
立
博
物
館

　
展
示　
12
月
12
日
㈭
〜
23
日
㈷（
16
日
㈪・

17
日
㈫
は
休
館
）

　
イ
ベ
ン
ト　
12
月
22
日
㈰

問
県
庁
子
育
て
支
援
課

 

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
９
８

　

次
の
と
お
り
入
校
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
学
科　
農
業
学
科・園
芸
学
科・畜
産
学
科

募
集
人
員

　
推
薦	

40
人
程
度

一
般	

【
前
期・後
期
】各
10
人
程
度

出
願
期
間　

推
薦	

10
月
1
日
㈫
〜
11
日
㈮

一	

般	

【
前
期
】11
月
12
日
㈫
〜
22
日
㈮

	

【
後
期
】1
月
7
日
㈫
〜
17
日
㈮

試
験
日　
推
薦　
11
月
1
日
㈮

一	

般	

【
前
期
】12
月
6
日
㈮

	

【
後
期
】2
月
7
日
㈮

応・問
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６
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０
２
９
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住
所
記
載
不
要
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県
農
業
総
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ー
農
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期
大
学
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学
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教
務
管
理
）
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２
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電
子
メ
ー
ル nougyou.noutan@

pref.fukushim
a.lg.jp

10
月
27
日
㈰

　
郡
山
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
事
前
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す

休
日
電
話
相
談
窓
口

（
県
労
働
委
員
会
事
務
局
）

10
月
26
日
㈯・27
日
㈰

相
談
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

問
県
労
働
委
員
会
事
務
局

 

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
半
壊
以
上
の

被
害
を
受
け
た
住
宅
に
ロ
ー
ン
が
５
０
０
万

円
以
上
残
って
い
る
人
が
福
島
県
内
に
住
宅

を
購
入
・
建
設
、
ま
た
は
建
物
を
修
繕
し

て
居
住
す
る
た
め
に
新
た
に
資
金
を

５
０
０
万
円
以
上
借
り
入
れ
た
場
合・借
り

増
し
し
た
場
合
、既
存
の
住
宅
ロ
ー
ン
5
年

間
分
の
利
子
額（
上
限
１
４
０
万
円
）を
一

括
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
な
ど
に
つ
い
て
、不
明
な
点
は

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
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9
月
21
日
㈯
〜
11
月
4
日
㉁
に
、「
が
ん

ば
ろ
う　
ふ
く
し
ま
！
」応
援
店
で
買
い
物
を

し
た
レ
シ
ー
ト
を
集
め
て
三
千
円
一
口
と
し

て
応
募
す
る
と
、抽
選
で「
ふ
く
し
ま
の
農

産
物
」な
ど
が
当
た
り
ま
す
。八
重
た
ん
や

キ
ビ
タ
ン
の
の
ぼ
り
な
ど
が
応
援
店
の
目
印

で
す
。

　
一 

人
何
口
で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、ふ

る
って
ご
応
募
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、店
頭

の
ポ
ス
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
「
が
ん
ば
ろ
う　
ふ
く
し
ま
！
応
援
店
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
フ
ェ
ア
事
務
局
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県
庁
農
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物
流
通
課
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労
使
関
係
の
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

出
張
相
談
会
場

10
月
26
日
㈯

　
県
い
わ
き
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

検 

索

が
ん
ば
ろ
う
ふ
く
し
ま
！　
応
援
店

検 

索

福
島
県
子
育
て
支
援
課

検 

索

福
島
県　
二
重
ロ
ー
ン

検 

索

福
島
県
農
業
短
期
大
学
校

検 

索

ふ
く
し
ま
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー

案　
内

「
が
ん
ば
ろ
う 

ふ
く
し
ま
！
」応
援
店 

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
レ
ゼ
ン
ト
フ
ェ
ア
に

応
募
し
よ
う
！

案　
内

労
使
困
り
ご
と
無
料
相
談
会

募　
集

ふ
く
し
ま
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
３

催　
し

ふ
く
し
ま
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン

募　
集

農
業
を
学
び
た
い
！　
平
成
26
年
度

農
業
短
期
大
学
校（
本
科
）学
生
募
集

案　
内

住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
返
済
を
支
援

I N F O R M A T I O N

県 からの お 知らせ

8 月号のふくしまの今。南相馬にこんなすてきなご夫婦が移住されていたのは知りませんでした。こういう方たちに支えられて、みんなで復
興に向かっていってるんだなぁと思いました。とても、感謝しています。 （南相馬市 50 代女性）
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10月4日㈮〜7日㈪ 骨董＆棚卸大市

11月6日㈬・7日㈭ ふくしま復興再生可能エネ
ルギー産業フェア2013

10月7日㈪
　〜13日㈰

草木染めと紬織の会
作品展

10月14日㈷
　〜20日㈰ 画々の会第１回作品展

11月3日㈷〜5日㈫ 平成25年度
第62回福島菊花展示会

11月9日㈯〜11日㈪ さつき盆栽　秋季展

10月5日㈯ ディズニー・オン・クラシッ
ク※

10月20日㈰

それいけ！アンパンマン　
ミュージカル

「おかしの国のおかしな
パーティ」※

11月10日㈰ ザ・マイ公演　発表会※

11月28日㈭ INSPi（インスピ）〜気にな
るアカペラコンサート※

11月30日㈯ 江戸落語　五人男※

※有料のイベントです（他のイベントは入場無料）
◦予定につき内容が変更される場合があります。この他にもたく
　さんのイベントが開催されます。

主な震災関連相談窓口一覧
電話相談窓口 月～金曜日：午前8時30分～午後8時
 土 日 祝 日：午前8時30分～午後6時
電話相談窓口　月～金曜日：午前８時３０分～午後5時15分（祝日を除く）

巡回法律相談　県内７方部において弁護士による無料の
 対面相談を実施（予約制）

※毎週水曜日午後１時～５時は弁護士による電話法律相談を実施

被災者住宅相談窓口専用ダイヤル
月～金曜日：午前9時～午後5時（祝日を除く）

県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
月～金曜日：午前9時～午後5時（祝日を除く）

県庁避難者支援課　または　避難元（先）の自治体
月～金曜日：午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）

0120（988）359
フリーダイヤル

024（523）1501

024（521）7698

024（523）4157

024（549）5130

0120（899）721
フリーダイヤル

024（521）7017

放射線に関する
問い合わせ

原子力損害賠償などに
関する問い合わせ

県内の仮設住宅への入居や、
被災住宅の支援に関して
県内外に避難した人の
相談窓口
県民健康管理調査の実施に
関する問い合わせ

県政に関する総合相談窓口
（相談窓口がわからない場合はこちらから）

原子力
災害

生　活

健　康

その他
県庁県民広聴室　県政相談コーナー
月～金曜日：午前9時～正午、午後1時～午後4時（祝日を除く）
このほか各地方振興局にも県政相談コーナーがあります。

☎

☎

☎

☎

☎

検 索福島県  相談窓口一覧

ビッグパレットふくしま

コラッセふくしま

福島県文化センター

郡山市南二丁目　☎ 024(947)8010

福島市三河南町　☎ 024(525)4098

福島市春日町　☎ 024(534)9191

「ホセ・マリア・シシリア　福島・冬の花」
◉開催期間：10月4日㈮〜12月1日㈰ 
◉観覧料：一般・大学生800円（640円）、高校生以下無料
　※（　）内は20名以上の団体
◉休館日：毎週月曜日（10月14日㈷と11月4日㉁は開館）、
　10月15日㈫、11月5日㈫

秋の企画展
「考古学からの挑戦 ―東北大学考古学研究の軌跡―」
東北大学に所蔵されている主要な考古資料を展示します。東北地
方の縄文時代の研究に重要な役割を果たした遺跡の遺物をはじ
め、各時代の主な遺跡や遺物を多数紹介します。
◉開催期間：10月5日㈯〜12月1日㈰
◉観覧料：一般・大学生500円（400円）、高校生300円（240円）、
　小中学生200円（160円）　※（　）内は20名以上の団体
◉休館日：毎週月曜日（10月14日㈷と11月4日㉁は開館）、
　10月15日㈫、11月5日㈫

「小名浜国際環境芸術祭2013」
大漁旗デザインコンペ受賞作品・招待作家の作品が海
風にたなびきます。
◉開催期間：９月21日㈯〜11月10日㈰
◉入館料：一般・大学生1,600円、高校生・小中学生800円、
　未就学児無料
◉年中無休

収蔵資料展
「ダムに沈んだ遺跡たちⅠ 〜三春ダム内の遺跡〜」
まほろんの収蔵資料を広く県民に公開する企画展示です。今回は、
三春ダム水没区域の遺跡発掘調査の成果から、大滝根川中流域
で自然と関わりながら暮らした原始の人々の姿を紹介します。
◉開催期間：10月12日㈯〜12月23日㈷
◉入館料：無料
◉休館日：毎週月曜日（10月14日㈷と11月4日㉁と12月23日㈷は開

館）、10月15日㈫、11月5日㈫

遮光器土偶（秋田県藤株遺跡）

大漁旗

「The instant」

柴原Ａ遺跡出土の土偶

福島県立美術館　　福島市森合字西養山 1  ☎ 024(531)5511検索  

施設インフォメーション

福島県立博物館　　会津若松市城東町 1-25　☎ 0242(28)6000検索  

福島県文化財センター白河館　まほろん　　白河市白坂一里段 86　☎ 0248(21)0700検索  

環境水族館　アクアマリンふくしま　　いわき市小名浜字辰巳町 50　☎ 0246(73)2525検索  

期間中、小・中学生・高校生は、福島県立美術館・
福島県立博物館の企画展入場が無料になります。

【11月5日㈫は休館】

ふくしま教育週間
11月1日 （金）〜7日 （木）

8 月号の絆つないでを読んで大変うれしく参考になりました。私も原発事故で飯舘より福島市飯野町にお世話になっています。
皆さん良い方ばかりです。（飯野町 60 代女性）
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月
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発
行

次回（No.241)は12月1日号です。前回（8月号）の正解は「こども　 フェスタ」でした。（応募総数621通　うち正解603通）○夢

問　題

県民の声ミニアンケート

● 応募方法／ はがきまたはファクス、電子メールにクイズの答え、アンケー
トの答えと、本誌の中で興味を持った記事、ご意見・ご感想、
県政に対する疑問・質問などをお書きの上、住所・氏名・年齢・
職業・電話番号を記入してお送りください。正解者の中から
抽選で30名様に、「みしらず柿のあんぽ柿」と「2014 福
島県民手帳（2種のうちいずれか1冊）」を差し上げます。

●締め切り／ 10月 31日㈭当日消印有効
  当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。

※アンケートの回答内容はプレゼントの当選には関係ありません。
※ご応募いただいた皆さんの個人の情報は、賞品発送に使用し、
　それ以外の目的には使用しません。
　いただいたご意見などは、誌面に掲載する場合があります。

○の中に文字を入れてください。（ヒントは10ページ）

検 索ゆめクイズ

yume@pref.fukushima.lg.jp
024(521)7901

電子メール
ファクス

9 6 0 8 6 7 0

県庁

広報課
「ゆめクイズ」係

Y

U
M E  Q U

I Z

クイズの答え

・県民の声ミニアンケートの回答
　（例） ①
・興味を持った記事
・地元で誇りにしている宝
・本誌へのご意見、ご感想
・県政への疑問、質問など
　郵便番号 住所 氏名 年齢
　職業  電話番号

復興の願いを込めて─

★10月号の正解は次号で発表！ たくさんのご応募お待ちしています。

▲「みしらず柿のあんぽ柿」と
　「2014福島県民手帳」

○○○○○○○
クラシック

「みしらず柿のあんぽ柿」と「福島県民手帳　　　　」が
当たる！

○○○○○○○クラシック
震災後ふくしまで始まった競技名はなんでしょう。

Q

30名様に
プレゼント

県が実施している TOKIO の農林水産物 PR の中で、知っている
ものはどれですか？（複数回答可）

①テレビCM 
②新聞広告
③ラジオCM

④ポスター･のぼり
⑤知らない

（　　　）2種のうち
いずれか1冊

2014

※10月上旬より発売予定（各 500円）


